
学校における不祥事根絶に向けた取組について 

 

河内町立かわち学園校長 長谷川 裕一 

 

教職員としての自覚と責任をもち、不祥事が決して起こることのないよう、次の取組を実行

していきます。 

項 目 具 体 的 な 取 組 

体罰 

・体罰に該当する行為について共通理解を図る。 

・指導を行う場合は、複数の教職員で対応する。 

・児童生徒がクールダウンをした後に指導する。 

・言葉の暴力とならないよう、発言内容や言い方には十分気をつける。 

飲酒運転 

・会合では、「飲酒を伴う宴席に関する確認表」を用いて、飲酒の有無、送

迎の方法等をチェックする。（飲酒をする時は、車で行かない。） 

・飲酒を伴う会合においては、お互いに飲酒の有無が分かるようにする。 

・アルコールチェッカーの使用を推奨する。 

セク・ハラ 

・密室で２人になるような指導場面を作らない。 

・私的なやりとりを行わない。 

・児童生徒にボディタッチをしない。（疑われるような行動もしない。） 

・性差をもとにした発言をしない。 

・声を掛け合える風通しのよい職場にする。 

通帳管理 

金銭管理 

・「学校徴収金取扱要項」を全教職員で確認し、それを基に適切に処理する。 

・通帳管理、金銭管理は、複数で行う。 

・学校に現金を置かない。 

電子データ 

(個人情報等) 

の保護 

・個人の電子媒体（ＵＳＢ、スマホ、カメラ、パソコン）を使わない。 

・紙媒体や電子データで個人情報を持ち出さない。 

・電子メールを送信する際、送信先を複数人で確認する。 

・不要なファイルをとっておかない。 

・データをデスクトップに置かない。クラウド内で整理する。 

・校内においても、職員室外に持ち出す場合は、常に自分から離さない。 

職員室内の保管も徹底する。（置きっぱなしや開きっぱなしは厳禁） 

交通安全 

・朝、時間に余裕をもって出勤する。（心にも余裕をもつ。） 

・早めに退勤し、疲れを溜めない。 

・「かもしれない運転」を心がける。 

 


